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RA経口投与マウスの血中 CORT濃度は Vehicle群に比べ、有意に減少した。これは副腎からの CORT過分泌を、
RA経口投与が抑制したことを示唆する。このことより、RA経口投与が CORT分泌調節機構である視床下部－
脳下垂体－副腎軸（HPA軸）に作用することが見出された。副腎重量の解析からも同様の結果が得られたこ





負のフィードバックの機能不全を抑制し、血中への CORT分泌を減少させ、この CORT分泌の減少が GRとの二
量体の形成を阻害したことによると推定された（転写因子の減少）。さらに、転写因子の減少が MKP-1発現























び CORTを介した MKP-1発現を増加抑制する可能性があることを見出し、この MKP-1発現増加抑制が BDNF発
現減少を抑制させ、神経新生の促進を介してうつを抑制することが期待されることを合わせて見出している。
これらは、うつ発症予防及びうつ病治療薬の補完医療における、食薬資源由来天然物の機能性に新たな知見
を加え、その機能性メカニズムを解明したものとして高く評価される 
平成２８年６月７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
